
  

 

平
成
二
十
二
年
七
月
二
十
二
日
（
木
）

山
形
県
商
工
会
青
年
部
連
合
会
主
催
の
主

張
発
表
会
が
、
白
鷹
町
の
パ
ワ
ー
セ
ン
タ

ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
庄
内
地
区
商
工

会
青
年
部
の
代
表
と
し
て
本
商
工
会
青
年

部
員
の
堀
口
大
介
さ
ん
が
発
表
を
行
い
ま

し
た
。 

主
張
発
表
の
テ
ー
マ
は
青
年
部
活
動
と

地
域
振
興
・
ま
ち
づ
く
り
～
「
気
づ
き
」

～
と
題
し
て
、
合
併
直
前
の
藤
島
町
商
工

会
青
年
部
が
㈱
藤
島
ま
ち
づ
く
り
幸
望
を

立
ち
上
げ
る
に
至
っ
た
経
緯
と
そ
れ
ま
で

の
苦
労
、
そ
し
て
今
後
の
展
望
を
発
表
し

ま
し
た
。 

発
表
の
前
に
２
分
間
の
応
援
時
間
も
あ

り
、
部
員
十
八
名
の
応
援
団
で
大
会
を
盛

り
上
げ
ま
し
た
。 

審
査
の
結
果
、
最
優
秀
賞
に
置
賜
地
区

代
表
小
国
町
商
工
会
青
年
部
の
渡
辺
拓
磨

さ
ん
が
選
ば
れ
、
優
秀
賞
に
庄
内
地
区
代

表
出
羽
商
工
会
青
年
部
の
堀
口
大
介
さ
ん

他
二
名
が
選
ば
れ
ま
し
た
。 

 

          

日
本
政
策
金
融
公
庫
で
は
、
高
校
、
短

大
、
大
学
、
専
修
学
校
、
各
種
学
校
や
外

国
の
高
校
、
大
学
等
に
入
学
・
在
学
す
る

お
子
さ
ま
の
教
育
資
金
を
必
要
と
す
る
方

向
け
の
教
育
貸
付
を
お
取
り
扱
い
し
て
い

ま
す
。 

●
ご
融
資
額 

 

学
生
・
生
徒
お
一
人
に
つ
き
三
〇
〇
万 

円
以
内 

●
ご
返
済
期
間 

 

十
五
年
以
内 

 

●
利
率
（
平
成
二
十
二
年
六
月
九
日
現
在
） 

 

年
２
．
７
５
％ 

 

（
母
子
家
庭
の
方
は
年
２
・
３
５
％
） 

 

●
取
扱
窓
口 

 

・
日
本
政
策
金
融
公
庫 

国
民
生
活
事 

業
の
各
支
店
（
全
国
一
五
二
店
舗
） 

 

・
最
寄
り
の
金
融
機
関 

 
 

（
銀
行
、
信
用
金
庫
、
信
用
組
合
、

労
働
金
庫
、
農
協
、
漁
協
） 

※
ご
利
用
い
た
だ
け
る
方
な
ど
、
お
申
込
み
に 

関
す
る
ご
相
談
は
、「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
コ 

ー
ル
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。 

「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー 

 
 

 

℡
０
５
７
０-

０
０
８
６
５
６ 

 
 

 
 

 
 

 

（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
） 

  

 

 

平成 22 年 7 月 22 日 主張発表会 

小
規
模
企
業
共
済
制
度
は 

個
人
事
業
主
の
配
偶
者
や 

後
継
者
も
加
入
で
き
る
よ
う
に 

な
り
ま
す
。 

◆
平
成
二
十
三
年
一
月
一
日
よ
り
受
付
開
始
◆ 

・
加
入
対
象
者
を
「
共
同
経
営
者
」
ま
で 

拡
大
し
ま
す
。 

・
共
同
経
営
者
の
方
の
掛
金
、
受
取
ら
れ 

る
共
済
金
は
全
額
所
得
控
除
の
対
象
と

な
り
ま
す
。 

◆
お
問
合
せ
は
◆ 
独
立
行
政
法
人 

中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構 

共
済
相
談
室
ま
で 

 

電
話
０
５
０
‐
５
５
４
１
‐
７
１
７
１ 

あんしん⇒ 入院 1 日につき 5000 円（1 泊 2 日から OK）。手術 1 回につき種類により 20・10・5 万円。 

楽 し み⇒ 楽しみな無事故給付金⇒入院や手術が無かった時は 5年毎に５万円の無事故給付金！ 

かんたん⇒ 告知扱いで加入手続きは簡単です。（体況上、通算上の理由で診査等が必要な場合があります。） 

◆お問合せ先 出羽商工会 ℡64-2130 


